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「筆談春画」に描かれたつんぼ

加　古　　弘

はじめに

　　江戸時代において厳しく取締りを受
けていた浮世絵のなかに、つんぼが描か
れている春画があることをご存知であろ
うか。画中の詞書には興味を引く記述も
残されており、聾史研究の一助となれば
と投稿を試みた。

つんぼの描かれた春画とは

　この春画（図画１）をご覧いただきた
い。知人に見せたところ「筆談春画」と
命名されたつんぼの描かれた春画であ
る。画中の詞書きから男はつんぼである
ことがわかる。遊里に遊びに来たつんぼ
を女郎（健聴者）が巧みにあしらってい
る様を描いたものだ。
　この春画は『艶書美徒和草（えんしょ

みつわぐさ）』という春本（黒摺大本三冊）
の中の下巻（図画２）の中に描かれた一
枚である。所蔵している立命館大学アー
トリサーチセンターでは刊年や絵師など
は未詳とされている。ただ、同所の研究
員から得た情報では、「最近の説では絵
師は竹原春朝斎（たけはらしゅんちょう
さい）となっている」ということだ（『絵
入春画艶本目録』より）。作品の中に竹
原画とあることがその根拠とされている
との由。刊年については安永５年（1776）
頃の説もあるようだがはっきりしていな
い。
　参考までに竹原春朝斎（？～1800）に
ついて少し触れておこう。竹原は大阪の
人物で本名を松本信繁といった。名所図
会を多く残し、安永９年（1780）京都の
吉野屋為八から出版された『京都名所図
会』（1780）をはじめ、『摂津名所図会』

【研究ノート】

　図画１　つんぼの描かれた春画 図画２『艶書美徒和草』（黒摺大本三冊）下巻
　　　　（立命館大学アートリサーチセンター所蔵）
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（1798）など、当時の名所案内図の挿絵
を描き人気を博した絵師とされている。

「筆談春画」を読み解く

　初期の春画を除き、多くの作品にはそ
の描画を説明するための文書が添えられ
ている。これらを、「詞書」や「書入れ」
と言う。詞書の形態には文書のこともあ
れば漢詩や和歌、狂歌、川柳といったも
のまでさまざまだがいずれも文語体が用
いられている。また、書入れは画中の人
物の肉声がそのまま口語体で書かれたも
のをいう。これらの文を読み解くことで

絵柄だけでは見えてこないリアリティー
が味わえると同時に、作者の意図をより
深く捉えることができるのだ。
　さて、「筆談春画」を見てみよう。画
中の右上と中央に詞書があり、右上のも
のは漢詩で書かれている。人物の横には
短い書入れが見られる。用いられている
のは変体仮名あるいは旧字体であるが、
これらを読み解くことで男がつんぼであ
り健聴者とのコミュニケーションを知る
メッセージが残されていることが分か
る。独学ではあるが、私なりに解読した
ものを文意と共に以下に紹介した。尚、
右上に書かれた漢詩の詞書（図画３）に
は、本稿の主旨となる記述が含まれるた
め読み下しを付けた（旧字体は現行の新
字体で表現し、漢詩に付された返読記号
は省いた）。

詞書（漢詩）原文と読み下し。
　【原文】　　【読み下し】（□部分は消失）
　聾男進會　し□なんくゎいをすすむ
　女以形聞　おんなかたちをもてききす
　喜快私語　きくゎいのしご
　以紙筆語　ひっしをもってかたる

詞書（漢詩）の文意。
　聾の男が女に会いに来た
　女に身振りで問いかける
　女は悦びのことばを
　筆で紙に書いて伝えた

詞書（中央）の文意。
　これは女郎のことを書いたものである
　顔見知りにつんぼの客がいて 
　つんぼのくせにこの男 女遊びが大好
　きである図画３　図画１の右上に書かれた漢詩の詞書
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　何時ともなく女郎の所に遊びに来る
　女郎も好い気はしないが 
　その都度座敷に招き入れて
　待ち侘びていたかのように振舞ってみ
　せる
　つんぼが女を抱けば
　女も熱愛しているかのような振りをし
　房事を堪能したと
　本心でもないのに紙に書いて見せる
　なんとも商売上手である

「筆談春画」から見えてくるもの

１）「聾」の読み仮名は？

　詞書の冒頭「聾」の読み下しに「し□」
と読み仮名がふられている。この時代の
語彙を知るうえで参考になる部分だが、
残念なことに二文字目が消失している。
古語辞典や国語辞典などを参考に、聾に
関わる単語を調べると、「し・い」、「し・
う」、「し・ひ」、「し・ふ」と、いずれも

「身体の器官（感覚）の機能を失うこと」
を意味する語意を検索することができ
る。ただ、用いられている漢字はどれも

「聾」ではなく、「癈」（スタレ・ルの旧
字体）であった。そして、それぞれの送
り仮名、「い・う・ひ・ふ」はその用法
による活用変化を意味する。さらに、伊
藤政雄著『歴史の中のろうあ者』（1998）
には、「日葡辞書」について書かれてお
り、そのなかにMimixij＝ミミシイとい
う単語が紹介されている。意味として
Mimitcubure，miminotcuburetahito（ ﾐ
ミツブレ，ミミノツブレタヒト）と解説がな
されており、同時に盲人のことをメシイ
と紹介している。これらのことから、こ
こにに書かれた「聾」の読み仮名は、そ

の音を表記したものではなく、広く身体
の感覚機能を失った者を指す言葉として

「し□」の仮名がふられたものと考察す
る。
　筆者はここまで「つんぼ」という言葉
を用いて話を進めてきた。これはこの作
品の時代背景および史料としての要素を
鑑み、画中で使われている表現をそのま
ま使うことにしたもので、「つんぼ」と
いう件は詞書（中央）の中に三度にわた
り表記されている。先の意訳の中にもそ
のまま使用した。同じように、「聾男」
という表現も彼の代名詞としてそのまま
使用する。

「筆談春画」から見えてくるもの

２）筆談について

　先にも触れたように聾男は女郎と短い
会話を交わしている。その方法について
漢文の詞書には、「女以形聞（おんなか
たちをもてききす）」と書かれている。「女
に形を以って聞いた」と解釈でき、今で
いう身振りであることは容易に推測でき
よう。聾男がどのような身振りをし、何
を聞いたのかはどこにも書かれていな
い。問いかけに対し女郎は紙に書いて答
えている。詞書の「以紙筆語（ひっし

（筆紙）をもってかたる）」がその部分だ。
何を書いたのか具体的ではないが、「喜
快私語」を伝えたとある。書かれた文面
が伝わったのか否か？気になるところで
はあるが、聾男の横に書入れが残されて
いる。先にも述べたように肉声が口語体
でかかれたものだ。これを読むと「えい、
えい、えい、えい」と声を出しているこ
とが分かる。彼が聾唖者なのか、あるい
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は難聴者、中途失聴者なのか推察は会員
諸氏にお任せしたい。

終わりに

　「筆談春画」と銘打って進めてきた研
究レポートではあるがこの春画の中に

「筆談」という文字は見られなかった。
筆者はそれを承知のうえで、描画を見て
即座に「筆談春画」と命名した知人の妙
にこだわりあえて研究ノートのタイトル
に用いた。「筆談」、「筆紙」どちらもこ
の時代に使われていた言葉であり古語辞
典などで検索できる。
　最後に、筆者も『艶書美徒和草』の実
物をまだ目にしていない。展覧会などの
機会を得てぜひ聾男と対面してみたいと
思うところである。
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